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※医療人キャリアセンターMUSCATはますかっと病児保育ルームの活動を支援しております。

ますかっと病児保育ルーム
〒700-8558
岡山市北区鹿田町2-5-1
岡山大学病院歯科外来棟3階
TEL＆FAX 86-235-7301

ますかっと病児保育ルーム(岡山大学次世代育成支援室/医療人キャリアセンターMUSCAT）

岡山大学病院歯科外来棟3階 tel＆fax:086-235-7301
予約・問合せ ：月曜日～金曜日／7時45分～18時まで（開室は8時～17時30分まで）
ホームページ： http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/jisedai/muscat1.html

ますかっと病児保育ルームからのお知らせ

ますかっと病児保育ルームは冷暖房完備しています。お母さん達がお子様の着る服を選びますが、
大人と同じ感覚だと着る枚数が多過ぎたり、厚着になる場合があります。子どもは大人と比較して体
温が高く、元気いっぱいに動きまわるのが特徴です。一つの目安としては、大人より着る枚数を一枚
減らしたほうがいいといわれることが多いです。着替えは、体温調整しやすい服を持参して下さい。

薬を持参される方にお願いです。

薬一包にお子様の名前と薬品名を必ず書いて下さい。
岡大 ます男

昼食後
ムコダイン

くすりについて・・・

着替えについて・・・

新しい保育士の紹介・・・

ますかっと病児保育ルームやなかよし園をお手伝いしてい
ます。川上公子保育士です。
よろしくお願い致します。

西２階病棟・・・

西２階病棟に入院している小学校５
年生の女の子が作りました。

～作った感想～
『大好きなチョコレートで毎月の季節を
表現しました。色合いを考えるのが難
しかったです。病院のベッドの上で毎
日少しずつ考えながら作りました。』

事前登録更新について・・・

４歳未満のお子様を対象に事前登録票の更新を毎年行っております。
大変お手数をおかけしますが、ご協力をよろしくお願い致します。

段ボールに布を貼って銀紙等
でチョコレートにしました。数字は
紙粘土に色を混ぜてカラフルに
しています。月の数字はフェルト
やストーン等を使っています。２
月はバレンタインなのでハート♡、
９月は本人の誕生日月なので
バーズデーケーキにしました。色
んなアイディアが詰まったオール
マイティーチョコレンダー。とって
もかわいいです!!!!
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(岡山大学次世代育成支援室/医療人キャリアセンターMUSCAT）

第24回 全国病児保育研究大会にて発表を行いました

第6回 岡山県病児保育協議会研修会にて発表を行いました

川崎医療短期大学医療保育科にて講義を行いました

平成27年7月5日（日）白ゆり保育園で開催された第6回岡山県病

児保育協議会研修会にて、ますかっと病維持保育ルームの林原 愛
保育士が「岡山大学ますかっと病児保育ルームの感染対策と隔離室
について」と題した発表を行いました。医師や看護師、保育士が参
加されており、他の病児保育施設の方から感染対策についてたくさ
ん質問がありました。どの病児施設も感染対策や隔離の基準につい
て模索している様子でした。

平成26年7月21日（日）22日（月）東京で開催された第24回全国病
児保育研究大会にて、ますかっと病児保育ルームの岩井 美由紀看護師
が「岡山大学ますかっと病児保育ルームの疾患別確認事項の作成『熱性
けいれん』『呼吸器疾患』の症例から」と題した発表を行いました。ま
すかっと病児保育ルームで実際に起こった症例からその時に対処したこ
とや受け入れ基準の見直しについて紹介しました。

平成27年10月28日（水）川崎医療短期大学医療保育科2年生を対象に
病棟担当の辻 仁美保育士が講義を行いました。岡山大学病院小児医療セ
ンターにおける病棟保育士の支援活動や役割、保育士の思い等をスライド
にまとめ、事例を交えながら発表しました。集団保育、個別保育を中心に、
家族支援や同胞支援にも目を向けていること、病院という特殊な環境下に
いても、子どもの心身の成長発達に欠かすことの出来ない”遊び”を保障
し、ストレス・恐怖・不安・苦痛等の緩和を目的として、保育支援を行っ
ていることを伝えました。同胞支援やターミナル期～看取りにおける保育
支援の事例の話には、涙を流しながら、熱心に聴き入る学生の姿が多く見
受けられました。

☆学生の感想を一部ご紹介します
・『病棟保育』について授業でなんとなく知っていたが、入院患児だけでなく、その家族や

同胞への 支援なども事例を交えて話して下さったり、写真や製作作品の実物を見せても
らったりしたことで『病棟保育』への理解を深めることが出来た。

・ターミナル期には子どもと家族との思い出作りの支援など、涙が出るほど感動した。ただ
保育をするだけでなく、想いに寄り添うことの大切さも知ることが出来た。


